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1. まえがき 

 世界的に観光は，現代社会の産業活動におい

て非常に大きな役割を担っており，様々な地域

で観光産業の発展が重要な課題とされている．

日本でも，2008 年に国土交通省に観光庁を設立

するなど，観光立国の実現に向けて様々な施策

を展開している[1]．この動きを受けて，自治体

などの多くの地域団体も観光産業に力を入れて

いるとともに，一般人の観光への関心も増大し，

観光需要も高まっている． 

 一方で，Web サービスの普及により，観光客

は SNS（Social Networking Service）や個人ブログ

などを通して，他人が投稿した観光地の評価や

意見などの様々な情報を事前に容易に得ること

ができるようになった．そのため近年では，従

来人気を集めていた旅行会社によるパッケージ

ツアーを利用するのではなく，事前にインター

ネットなどで観光地の情報を収集し，観光者自

身が計画を立案し観光を行う個人旅行が人気を

集めている[2]． 

 しかし，観光前に様々な情報を入手できるこ

とで，観光計画が事前情報の制約を受けて，現

地にある興味深い観光資源を見逃してしまう可

能性がある．また，本来観光地の魅力とは天気

や四季折々の情景の変化など，観光地のその

時々の状況に応じて変化するものである．現場

でなければ得られない興味深い情報は，現場以

外で見ても面白くないことが多く，実際に自分

で確認することで面白みが増大するものである． 

 そこで本研究では，利用者が観光現場におい

て偶然にも自分の興味深い情報にめぐり会うこ

とを目的としたシステムを提案する．観光地の

ある特定のエリアにおいて観光客-観光客間や観

光客-観光地間で，その時その場所にいるからこ

そ得られる経験を後続者に伝えることで，観光

客の興味やその場の状況に即応した偶発的な観

光経験を可能にするサービスの構築を目指す． 

 以下では，2 章で観光とモバイルシステムを組

み合わせた研究動向を，3 章で本研究が提案する

システムについて述べ， 4章でまとめる． 

2. 研究動向 

2.1 偶発的な観光支援の取り組み 

 我々は偶発的な観光を支援する取り組みとし

て，観光ナビゲーションシステム（以下，観光

ナビ）に関する研究を行なってきた[3]．たとえ

ば，詳細な地図情報を隠蔽した観光ナビ（図 1左）

は，目的地までの経路などの地図情報を提示す

るのではなく，利用者の趣味・嗜好情報に基づ

いたランドマークを複数推薦することで利用者

を案内する．利用者は推薦されたランドマーク

に付加された写真情報（図 1右）を街中で次々と

発見することを通じて，システムが提示する方

角や距離の情報を頼りに目的地までたどり着け

る．本システムを用いて京都市で評価実験を行

った結果，観光途中で新たな発見や偶然との出

会いに遭遇する機会が増加したことが確認でき，

偶発的な観光の支援を実現できた．また，我々

の一連の関連研究から，提示する情報の制限が

利用者にゲーム感覚を生み出すことや魅力的な

写真は利用者の興味を引き付けるのに効果的で

あること，道に迷うことにより偶然の出会いが

促進されることなどが確認されている． 

  

図 1 詳細な地図情報を隠蔽した観光ナビ 

2.2 地域密着型モバイルサービスの取り組み例 

 相原ら[4]は，地域密着型のサービスとして，

地域経済の活性化を実現するための IT 基盤構築

とサービス実現を目指し「ぷらっと Plat@自由が

丘」を提案した．”ぷらっと Plat@自由が丘”は

人々の地域内での行動を誘起し，新たな発見や
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地域内での事業者の競争を高めることを目的と

している．「盛り上がりマップ」と「ブログ・

ライフログ連携 CGM」という 2 つのサービスを

開発し，回遊性，地域性，継続性の指標を基に

評価実験を実施した．評価実験では，利用者の

現地滞在時間の増加や対象地域に対する興味の

増加，提案サービス利用の継続性の高さなどが

確認された．この研究によりモバイルシステム

がもたらす地域活性化の有効性を示している． 

3. システム提案 

3.1 提案の基本方針 

 本研究は，観光地においてその時その場所で

しか得られない生きた情報の収集と発信をコン

セプトに，利用者が偶発的な観光を行えるよう

な観光支援システムの構築を目指す．そこで本

提案システムは，利用者が観光地を歩いている

ときに，ある特定のエリアでのみ情報が入手で

き，さらにその情報は利用者の趣味・嗜好に基

づいた興味のあるものを推薦する．これにより，

事前情報に制約されることなく，利用者を新た

な場所へ足を運ばせることができるとともに，

利用者の興味に応じた偶発的な出会いの提供が

期待できる． 

具体的な手法として，本提案サービスを提供

する観光地の施設や交差点などにサーバを設置

する．そして，観光客が所持する携帯端末とサ

ーバ間でモバイルエージェント（MA）の枠組み

を用いて，利用者同士による直前の現地の状況

の継承や興味深い場所の提案を行う「観光情報

交換機能」を実装する．情報交換が行える場を

交差点などの狭いエリアに限定することで，

「ついさっき誰かが面白いと思った」情報の取

得を実現する．次章で，本システムで実現する

観光情報交換機能について説明する． 

3.2 観光情報交換機能 

利用者が特定のエリアに入ると，サーバから

利用者の携帯端末に MA が情報を持って移動す

る．MA が携帯端末に持参する情報には，他の利

用者のコメント，写真，位置情報，評価などが

含まれている（図 2）．さらに，ある一定時間内

にほかの観光客や観光地側によって投稿された

情報が，利用者の趣味・嗜好，観光履歴，残り

滞在時間などを考慮して推薦される．このよう

に，その時その場の状況の変化に応じた即応的

で機会主義的な観光情報推薦を行う． 

一方で利用者は情報を取得するだけでなく，

サーバが管轄するエリア内において情報を投稿

することもできる．利用者が投稿した情報は設

置されたサーバに蓄積され，そのサーバがカバ

ーするエリア内に入った他の利用者に MA を通

して推薦される． 

このように，観光客同士でリアルタイム性の

ある生きた情報のやり取りを行い，さらにそれ

らの情報を利用者の状況に応じて推薦すること

で偶発的な観光を促せる． 

4. あとがき 

 本研究は，事前情報に観光計画を制約されず

に，狭いエリアにおいて観光客や観光地がその

時その場所にいるからこそ得られる生きた情報

を後続者に伝えることで偶発的な観光を促すシ

ステムを提案した．今後の計画として，はじめ

に観光情報交換機能のフレームワークを策定し，

情報収集・拡散システムの構築，偶発性を促す

情報推薦方法についての検討を行った後に，評

価実験を実施し提案の有効性の検証を行う． 
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図 2 観光情報交換機能イメージ 
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